
福
岡
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大
川
市
立
清
力
美
術
館
の
江
戸
勤
番
之
図

小 ＊

林
法

子

こ
こ
に
と
り
あ
げ
る
江
戸
勤
番
之
図
一
巻
（
図
１
）
は
、
筑
後
国
久
留
米
藩
主
の
参
勤
交
代
に
随
行
し
て
江
戸
へ
赴
き
、
数
年
の
あ
い
だ
江
戸
に
滞
在

し
た
藩
士
た
ち
の
日
常
の
気
散
じ
の
よ
う
す
を
、
久
留
米
藩
御
抱
え
絵
師
三
谷
家
の
、
第
一
分
家
第
六
代
狩
野
勝
波
が
え
が
い
た
画
巻
で
あ
る
。
明
治
時

代
に
三
谷
家
か
ら
姻
戚
中
村
家
に
つ
た
わ
り
（
註
一
）、
現
在
は
大
川
市
の
所
蔵
と
な
り
、
大
川

市
立
清
力
美
術
館
に
保
管
、
展
示
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
清
力
美
術
館
本
と
称
す
。

こ
の
清
力
美
術
館
本
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
図
様
の
作
品
が
江
戸
東
京
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵
の
久
留
米
藩
士
江
戸
勤
番
長
屋
絵
巻
と
題
す
る
作
品
は
、
そ
の
絵

の
部
分
十
三
場
面
す
べ
て
が
「
東
京
人
」
第
八
八
号
に
掲
載
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
『
参
勤
交
代
』、

一
二
五
九

（1）

＊
福
岡
大
学
人
文
学
部
非
常
勤
講
師

図１



「
週
間
朝
日
百
科

世
界
の
文
学
」
、
『
幕
末
単
身
赴
任

下
級
武
士
の
食
日
記
』
に
参
考
図
版
と
し
て
も
ち
い
ら
れ
（
註
二
）
、
比
較
的
ひ
ろ
く
知
ら
れ
て

い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
清
力
美
術
館
本
は
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
の
久
留
米
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
博
物
館
資
料
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
、
そ

の
報
告
書
『
久
留
米
藩
御
用
絵
師
絵
画
資
料
目
録
』
に
収
録
、
図
版
三
面
が
掲
載
さ
れ
（
註
三
）、
そ
の
の
ち
、
絵
の
一
場
面
が
『
久
留
米
市
史
』
第
二
巻

に
参
考
図
版
と
し
て
お
さ
め
ら
れ
、
ま
た
福
岡
県
立
美
術
館
の
特
別
展
に
お
い
て
展
示
さ
れ
た
が
、
そ
の
図
録
『
御
用
絵
師
』
に
は
、
絵
の
二
場
面
が
掲

載
さ
れ
、
簡
単
な
解
説
が
付
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
（
註
四
）。
本
稿
は
、
こ
の
清
力
美
術
館
本
の
全
体
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
銘
文
に
お
い
て
、
判
読
で
き
な
い
文
字
は
□
で
か
こ
み
、
割
書
部
分
は
▽
△
で
示
し
た
。
／
は
原
文
の
改
行
を
示
す
。

一
、
品
質
・
法
量

紙
本
著
色
、
墨
書

見
返
し
天
地
二
六
・
三
糎
長
さ
第
一
紙
八
・
五
糎
第
二
紙
一
六
・
三
糎

本
紙

天
地
二
六
・
三
糎

長
さ
第
一
紙
（
序
）

三
七
・
七
糎

第
二
紙
（
序
）

三
九
・
二
糎

第
三
紙
（
序
）

三
三
・
七
糎

一
二
六
〇

（2）



第
四
紙
（
絵
）

三
一
・
七
糎

第
五
紙
（
絵
）

七
・
一
糎

第
六
紙
（
白
紙
）

八
・
七
糎

第
七
紙
（
絵
）

三
九
・
〇
糎

第
八
紙
（
白
紙
）

九
・
二
糎

第
九
紙
（
絵
）

三
八
・
八
糎

第
一
〇
紙
（
詞
）

八
・
〇
糎

第
一
一
紙
（
絵
）

三
八
・
六
糎

第
一
二
紙
（
詞
）

一
八
・
五
糎

第
一
三
紙
（
絵
）

三
八
・
七
糎

第
一
四
紙
（
詞
）

一
一
・
八
糎

第
一
五
紙
（
絵
）

三
八
・
五
糎

第
一
六
紙
（
詞
）

一
四
・
七
糎

第
一
七
紙
（
絵
）

三
八
・
七
糎

第
一
八
紙
（
白
紙
）

一
七
・
五
糎

第
一
九
紙
（
絵
）

三
八
・
五
糎

大
川
市
立
清
力
美
術
館
の
江
戸
勤
番
之
図
（
小
林
）

一
二
六
一

（3）



第
二
〇
紙
（
白
紙
）

一
〇
・
〇
糎

第
二
一
紙
（
絵
）

三
八
・
三
糎

第
二
二
紙
（
白
紙
）

七
・
六
糎

第
二
三
紙
（
絵
）

三
八
・
〇
糎

第
二
四
紙
（
詞
）

八
・
四
糎

第
二
五
紙
（
絵
）

三
九
・
二
糎

第
二
六
紙
（
白
紙
）

九
・
九
糎

第
二
七
紙
（
絵
）

三
八
・
四
糎

第
二
八
紙
（
詞
）

九
・
〇
糎

第
二
九
紙
（
絵
）

三
八
・
八
糎

奥
付
長
さ

五
・
二
糎

貼
紙
五
枚

一
、
第
九
紙
の
貼
紙
（
絵
）
天
地

二
六
・
三
糎
長
さ
（
最
大
）
二
〇
・
五
糎

二
、
第
一
一
紙
の
貼
紙
（
絵
）
天
地

二
六
・
三
糎
長
さ
（
最
大
）
一
六
・
〇
糎

三
、
第
一
七
紙
の
貼
紙
一
（
絵
）
天
地
（
最
大
）
一
四
・
〇
糎
長
さ

一
二
・
五
糎

四
、
第
一
七
紙
の
貼
紙
二
（
絵
）
天
地

一
二
・
三
糎
長
さ

一
三
・
七
糎

一
二
六
二

（4）



五
、
第
一
九
紙
の
貼
紙
（
絵
）
天
地
（
最
大
）
一
三
・
五
糎
長
さ

七
・
八
糎

二
、
銘
文

外
題
（
貼
紙
墨
書
）「
江
戸
勤
番
之
図
」

付
箋
一
（
朱
色
貼
紙
墨
書
）「
序
文
戸
田
熊
次
郎
旧
久
留
米
藩
の
目
付
役
た
り
／
和
漢
の
学
ニ
通
し
詩
類
／
を
能
く
す
其
子
勘
吉
其
孫
成
年
皆
博
学
ニ
／

し
て
名
声
あ
り
」

序
文

「
康
節
老
の
安
楽
寓
に
は
あ
ら
す
長
明
法

師
の
方
丈
に
も
あ
ら
す
田
舎
間
の
六
畳
敷

は
是
勤
番
の
萍
寓
な
り
其
萍
寓
の

う
ち
に
も
花
鳥
風
月
四
季
お
り
お
り
の
楽
ミ

お
の
つ
か
ら
そ
な
さ
り
や
む
に
ま
さ
れ
る

棋
将
棋
に
永
日
を
忘
れ
茶
の
ゆ
の
釜
の

し
ん

�
�と

に
え
た
つ
に
鹿
山
の
む
か
し
を
思
ひ

五
尺
の
庭
に
松
竹
を
植
て
北
の
と
称
し

大
川
市
立
清
力
美
術
館
の
江
戸
勤
番
之
図
（
小
林
）

一
二
六
三

（5）



小
舜
を
破
垣
に
這
せ
て
盛
久
し
き
秋
を
賞
し

七
歩
下
り
の
一
盃
に
盧
生
か
栄
華
の

夢
を
む
さ
ほ
り
朝
寝
し
て
も
き
や
ァ
き
や
ァ

�
�

の
児
の
泣
声
に
眼
を
驚
す
こ
と
な
く
夜
歩
行

す
る
と
ね
た
み
顔
の
妻
も
ゐ
す
あ
る
時
は

表
長
屋
の
格
子
よ
り
顔
は
か
り
外
出
す
れ
ば
赤
羽

橋
よ
り
た
ち
津
と
ひ
て
ゑ
い

�
�つ

ら

�
�の

声
た
ゆ
る
時
な
く
け
は
ひ
た
て
た
る

女
の
行
か
ふ
ハ
吉
野
龍
田
の
色
を
争
ひ

菊
麝
の
か
せ
は
鼻
を
穿
ち
お
ほ
い

川
の
に
き
は
し
き
い
ふ
は
か
り
な
し
又

あ
る
と
き
は
蕉
翁
の
跡
を
尋
て

か
れ
を
の
れ
の
肺
肝
を
摧
き
天
馬

や
の
扇
状
封
の
四
五
枚
を
あ
ら
そ
ふ

こ
と
勤
番
の
一
興
な
り
さ
れ
は
六
畳

敷
の
萍
寓
は
か
の
安
楽
寓
に
も

一
二
六
四

（6）



を
さ

�
�お

と
る
ま
し
き
に
也
さ
る

を
こ
つ
こ
ゝ
ゑ
に
志
て
古
郷
人
に
も

し
め
し
か
つ
は
や
つ
か
れ
の
昔
語
り

の
一
助
と
も
な
し
て
む
と
物
し
は
へ
る

は
ゆ
ゝ
し
き
わ
さ
と
い
さ
ミ
し
て
く

た
ら
ぬ
こ
と
を
書
つ
く
る
も
勤

番
の
ゑ
せ
も
の
に
な
む

」

付
箋
二
（
唐
草
文
朱
色
貼
紙
墨
書
）「
画
狩
野
勝
波
方
信
凌
雲
斎
筆
」

〔
絵
一
〕

画
中
墨
書
（
火
鉢
の
箱
の
側
面
）「
中
島
」

付
箋
三
（
白
紙
部
分
に
貼
紙
墨
書
）「
▽
外
科
医
△
中
島
文
叔
▽
中
島
百
枝
ノ
祖
父
ナ
リ
△
矢
ノ
羽
ノ
紋
ハ
高
原
乙
次
郎
」

付
箋
四
（
白
紙
部
分
に
貼
紙
墨
書
）「
此
勤
番
長
屋
を
田
楽
と
称
す
そ
は
家
屋
／
東
西
ニ
面
し
朝
日
夕
日
向
脊
を
照
ら
し
炎
熟
ニ
／
堪
す
豆
腐
ニ
で
ん
か
く

焼
あ
り
こ
れ
と
相
／
類
す
故
ニ
こ
の
異
名
あ
り
当
時
の
勤
労
／
思
は
さ
る
へ
け
む
や
」

〔
絵
二
〕

画
中
墨
書
（
机
の
側
面
）「
中
島
文
叔
」

〔
絵
三
〕

大
川
市
立
清
力
美
術
館
の
江
戸
勤
番
之
図
（
小
林
）

一
二
六
五

（7）



付
箋
五
（
唐
草
文
朱
色
貼
紙
墨
書
）「
黒
岩
ハ
▽
医
師
△
隆
琢
ト
称
ス
」

画
中
墨
書
（
柱
）「
黒
岩
覗
見
」

同
（
文
机
の
脚
）「
戸
田
」

貼
紙
一
（
絵
三
に
貼
る
）

画
中
白
字
書
（
柱
隠
）「
山
家
村
」

画
中
墨
書
（
木
札
）「
戸
田
熊
次
郎
／
下
人
札
」

同
（
壁
貼
付
の
墨
書
）「
霽
風
／
光
月
／
広
川
書
」

同
（
同
）「
陽
和
従
／
此
布
／
万
物
尽
／
光
輝
」

詞
一
（
紙
本
墨
書
）

「
官
舎
興
々
日
正
長
爾
眠
有
夢
傲

閒
身
又
作
一
般
興
専
得
牽

牛
隠
契
墻

滄
洲
」
白
文
方
印
二
顆

引
首
印
「
跳

士
」（
白
文
長
方
印
）

〔
絵
四
〕

画
中
墨
書
（
行
灯
向
か
っ
て
右
側
面
）「
酒
肴
坊
主
／
揃
へ
て
／
花
か
た
な
」

同
（
行
灯
向
か
っ
て
左
側
面
）「
北
坂
を
／
見
て
／
す
ヽ
し
か
る
／
御
堂
哉
」

一
二
六
六

（8）



同
（
机
側
面
）「
高
原
乙
」

同
（
徳
利
側
面
）「
∧
五
」

貼
紙
二
（
絵
四
に
貼
る
）

画
中
墨
書
（
庭
側
鴨
居
の
棚
に
お
く
瓶
の
側
面
）「
胴
薬
」

詞
二
（
紙
本
墨
書
）

「
先
た
の
む
椎
の
木
も
あ
り
と
は
幻
住
菴
の
秀
言
也
我
庵
に
頼
む
へ
き

木
と
て
ハ
な
け
れ
と
も
五
尺
弐
間
の
庭
面
ニ
小
石
を
ひ
ろ
ひ
あ
わ
ひ
さ
ゝ

ひ
の
売 （
マ
マ
）を
あ
つ
め
て
海
浜
の
形
を
模
し
さ
ゝ
や
か
な
る
木
を
植
て
ハ

深
山
の
姿
と
詠
め
朝
暮
水
を
そ
ゝ
き
箒
を
取
て
は
七
歩
過
の

一
盃
を
傾
く
る
た
す
け
と
な
せ
り
六
畳
敷
の
荒
壁
に
ハ
凌
雲
殿

の
画
書
る
大
船
東
風
に
真
帆
か
け
て
万
里
の
波
濤
を
凌
き

わ
か
古
郷
へ
帰
る
勢
ひ
あ
る
は
是
も
帰
る
の
ゑ
ん
き
な
ら
ん
か
と

お
も
ふ
う
ち
に
三
と
せ
の
秋
も
ち
か
く
成
ぬ
嗚
呼
日
の
永
き
事

と
筆
を
捨
て
枕
に
よ
れ
は
跡
は
し
ら
す

冷
し
麦
亭
主
裸
に
成
に
け
り

橘
雨
」

〔
絵
五
〕

大
川
市
立
清
力
美
術
館
の
江
戸
勤
番
之
図
（
小
林
）

一
二
六
七

（9）



詞
三
（
紙
本
墨
書
）
上
方

「
楽
と
成
り
苦
と
成
り
酒
と
成
盤
将
と
成
謡
と
成
り

歌
と
成
る
も
勤
番
の
有
様
な
れ
は
空
言
の
日
暮
も

始
り
或
時
ハ
古
句
を
云
ふ
て
と
か
め
ら
れ
た
る

顔
も
あ
り
或
ハ
一
ひ
ん
の
主
に
を
と
肩
ふ
し

を
高
な
し
低
ふ
な
す
も
席
に
言
れ
し

年
玉
の
扇
書
翰
袋
の
あ
ら
そ
ひ
な
り

親
と
子
の
噺
涼
し
ふ
聞
へ
け
り
彩
雨

来
た
坂
を
見
て
涼
し
か
る
御
堂
か
な
橘
雨
」

同
（
同
）

下
方

「
心
す
ヽ
み

�灯
け
し
て

更
に
け
り

琴
凌

涼
し
さ
や
我
門
よ
り
も

人
の
か
と

残
屋

一
二
六
八

（10）



涼
し
さ
に
置
所
な
き

行
灯
哉

凌
雲
」

付
箋
六
（
朱
色
貼
紙
墨
書
）「
琴
凌
▽
中
島
文
叔
△
橘
雨
▽
高
原
乙
次
郎
△
凌
雲
▽
狩
野
勝
波
△
」

〔
絵
六
〕

画
中
墨
書
（
机
側
面
）「
狩
野
勝
波
持
主
」

同
（
書
の
懸
物
）「〔
上
部
え
が
か
ず
〕
人
在
安
民
／
前
大
徳
大
綱
」

同
（
柱
隠
の
扇
）「
破
も
／
め
て
た

／
か
り
／
さ
け
り
／
」

同
（
短
冊
の
懸
物
）〔
上
部
え
が
か
ず
〕

〔
扇
の
陰
で
み
え
ず
〕
花
か
／
〔
上
部
え
が
か
ず
〕

逸
洲
」

同
（
書
の
懸
物
）「〔
上
部
え
が
か
ず
〕
万
歳
声
／
「〔
上
部
え
が
か
ず
〕
八
十
翁
／
弧
峰
不
白
」

同
（
書
の
懸
物
）「〔
上
部
え
が
か
ず
〕
短
以
橋
立
／
〔
上
部
え
が
か
ず
〕
月
七
十
七
翁
／
鳳
朗
」

付
箋
七
（
朱
色
貼
紙
墨
書
亭
主
背
後
）「
狩
野
勝
波
」

詞
四
（
紙
本
墨
書
）

「
天
保
十
一
子
の
永
詰
に
日
暮
の
空
言
或
ハ
茶
の
湯
と
や
ら
を
は
し
め
あ
ら

壁
に
数
幅
の
懸
物
を
懸
並
へ
又
あ
ら
壁
に
胡
ふ
ん
に
て
画
け
る

帆
懸
船
押
込
の
戸
に
ハ
白
梅
の
旭
に
開
た
る
有
様
も
あ
り
六
畳

敷
の
だ
く
ぶ
低
ぶ
の
真
中
に
穴
を
明
て
退
屈
菴
と
名
付
荒
ら

大
川
市
立
清
力
美
術
館
の
江
戸
勤
番
之
図
（
小
林
）

一
二
六
九

（11）



�
�し

き
碗
の
炉
辺
ニ
似
合
に
た
る
も
勤
番
の
一
興
な
ら
ん
歟

い
づ
く
も
結
構
な
御
茶
御
膳
ハ
何
方
て
御
さ
り
ま
す
ハ
イ
森
江
に
こ
さ
り
升

御
銘
ハ
初
昔
な
と
ゝ
て
も
申
ま
す
か
御
鑑
定
の
通
り
に
こ
さ
り
ま
す
御
軸
も
数
幅

拝
見
い
た
し
ま
し
た
か
就
中
朧
月
の
御
軸
い
か
に
も
面
白
く
ど
に
て
凌
雲

翁
の
御
仕
立
ゆ
へ
サ
ヨ
ヲ
サ
近
頃
ハ
鳳
朗
も
な
か
な
か
む
ま
く
や
り
ま
す
サ
テ
御

噺
斗
り
数
服
の
御
手
前
ち
と
御
替
り
申
ま
せ
ふ

」

〔
絵
七
〕

画
中
墨
書
（
書
箱
側
面
）「
雑
書
」

同
（
壁
貼
付
の
書
）「
醉
／
臥
沙
場
／
君
慈
笑
／
戊
子
初
冬
／
林
衍
」

同
（
壁
貼
付
の
書
）「
静
極
一
長
／
嘯
碧
雲
／
過
於
峯
／
乙
亥
仲
春
／
林
朝
書
」

同
（
壁
貼
付
の
書
）「
鷹
／
揚
／
頼

」

同
（
櫃
側
面
）「
久
留
米
豊
太
」「
久
留
米

書
」

同
（
長
押
上
方
）「
二
階
よ
り
増
上
寺
／
見
ゆ
る
」

同
（
窓
外
の
板
塀
）「
請

」

貼
紙
三
・
四
（
絵
七
に
貼
る
）

画
中
墨
書
（
長
押
上
方
貼
紙
の
書
）「
寂
／
素
／

」

一
二
七
〇

（12）



付
箋
八
（
白
紙
部
分
に
朱
色
貼
紙
墨
書
）「
梯
豊
太
▽
久
留
米
藩
の
目
付
役
た
り
△
浅
田
達
二
兄
弟
と
も
／
書
を
能
く
す
豊
太
は
今
の
梯
新
平
の
祖
父
／

な
り
」

付
箋
九
（
白
紙
部
分
に
朱
色
貼
紙
墨
書
）「
高
原
信
太
は
性
質
朴
ニ
し
て
能
く
飲
む
三
坪
の
部
／
屋
ニ
ま
か
り
た
る
畳
を
敷
き
四
ヶ
年
の
永
き
月
日
を
／
過

し
た
り
と
云
ふ
賢
斎
は
平
木
碩
斎
の
弟
ニ
し
て
／
医
を
業
と
す
当
時
遊
学
中
な
り
し
と
そ
」

〔
絵
八
〕

画
中
墨
書
（
畳
上
の
巻
紙
）「
高
原
信
太
」

同
（
窓
下
方
の
壁
）「
賢
斎
二
階
窓
よ
り
定
居
之
内
ヲ
／
覗
き
見
ル
」

貼
紙
五
（
絵
八
に
貼
る
）

〔
絵
九
〕

画
中
墨
書
「
獅
は
と
こ
／
ち
や
し
し
な
と
こ
ち
や
」

同
（
徳
利
側
面
）「
∧
万
」

〔
絵
一
〇
〕

画
中
墨
書
「
羅
漢
さ
ん

�
�／

壱
人
り
の
羅
か
ん
／
さ
ん
な
／
と
ふ
し
て

�
�／

し
て
／
こ
ふ
な
さ
る
」

詞
五
（
紙
本
墨
書
）

「
御
差
留
ニ
て

い
つ
れ
も

�
�大

出
来
之
図

大
川
市
立
清
力
美
術
館
の
江
戸
勤
番
之
図
（
小
林
）

一
二
七
一

（13）



年
号
交
張
ニ
て
知
る
へ
し

」

〔
絵
一
一
〕

画
中
墨
書
（
壁
貼
付
紙
）「
升
力
」

同
（
壁
貼
付
紙
）「
天
保
」「
十
」「
年
」「
亥
」「
四
月
」「
五
日
」「
夜
」

同
（
文
机
脚
部
）「
高
」「
乙
」

同
（
破
ら
れ
た
紙
片
）「
人
足
帳
」

付
箋
一
〇
（
白
紙
部
分
に
朱
色
貼
紙
墨
書
）「
旧
諸
候
の
江
戸
ニ
参
勤
せ
し
や
隔
年
ニ
し
て
一
年
ハ
／
江
戸
ニ
あ
り
又
一
年
ハ
勤
国
ニ
あ
り
爾
る
に
幕
府
の

／
霊
屋
上
野
芝
両
寺
の
火
の
番
等
を
諸
候
ニ
命
す
／
れ
ハ
藩
主
在
江
戸
永
く
な
り
藩
士
の
勤
番
も
四
／
五
年
ニ
渉
る
こ
と
あ
り
天
保
十
年
四
月
ハ
大
良

公
御
／
帰
国
の
年
ニ
て
幕
府
か
暇
乞
の
登
城
あ
り
て
／
在
江
戸
を
命
せ
ら
れ
た
り
故
ニ
従
駕
の
藩
士
も
／
更
ニ
壱
両
年
を
経
過
せ
さ
れ
ハ
父
母
妻
子
と

／
相
見
る
を
得
す
こ
の
暴
飲
を
な
し
不
平
の
旅
／
鬱
を
発
せ
し
と
聞
け
り
云
ふ
」

〔
絵
一
二
〕

詞
六
（
紙
本
墨
書
）

「
烈
暑
暮
方
よ
り
涼
之
門
口
之
図
」

〔
絵
一
三
〕

画
中
墨
書
（
表
札
）「
梯
豊
太
」「
狩
野
勝
波
」「〔
上
部
か
か
ず
〕
島
文
叔
」「
御
目
附
長
屋
」

同
（
狩
野
勝
波
が
手
に
す
る
団
扇
）「
人
の
門
／
我
門
と
／
な
く
／
涼
み
け
り
」

一
二
七
二

（14）



同
（
歩
み
去
る
人
物
の
前
方
）「
腹
こ
な
し
す
け
ん
行
之
処
」

付
箋
一
一
（
朱
色
貼
紙
墨
書
）「
梯
豊
太
」

付
箋
一
二
（
朱
色
貼
紙
墨
書
）「
狩
野
勝
波
」

付
箋
一
三
（
朱
色
貼
紙
墨
書
）「
中
島
文
叔
」

付
箋
一
四
（
朱
色
貼
紙
墨
書
）「
戸
田
熊
次
郎
」

剥
落
の
付
箋
（
唐
草
文
朱
色
紙
墨
書
）

一
、「
橘
雨
ハ
▽
高
原
乙
次
郎
ノ
号
△
」

二
、「
武
藤
弥
兵
衛
▽
武
藤
徳
蔵
ノ
父
△
」

序
文
（
図
２
）
に
落
款
な
ど
は
な
い
が
、
序
文
冒
頭
に
貼
ら
れ
た
付
箋
一
（
図
２
）
に
戸
田
熊
次
郎
の
序
文
で
あ
る
と
記
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
比
較

対
象
は
、
久
留
米
市
立
図
書
館
蔵
有
馬
家
文
書
の
、
戸
田
熊
次
郎
の
も
の
と
さ
れ
る
「
江
戸
勤
番
控
」（
註
五
）
一
点
で
あ
る
。
こ
の
「
江
戸
勤
番
控
」
が

戸
田
熊
次
郎
の
真
筆
で
あ
る
と
し
て
も
、
小
横
帳
に
漢
文
で
記
さ
れ
た
記
録
と
や
や
装
飾
的
な
仮
名
交
じ
り
の
序
文
と
で
は
比
較
は
容
易
で
は
な
い
。
一

見
す
る
か
ぎ
り
で
は
異
筆
に
も
み
え
る
が
、
文
字
に
よ
っ
て
は
似
通
っ
た
筆
癖
も
認
め
ら
れ
る
。
序
文
を
戸
田
熊
次
郎
と
す
る
付
箋
の
記
述
を
否
定
す
る

積
極
的
根
拠
は
み
い
だ
せ
な
い
。

詞
一
（
図
５
）
は
滄
洲
す
な
わ
ち
戸
田
熊
次
郎
（
註
六
）
の
落
款
を
も
つ
漢
詩
を
記
す
が
、
こ
の
筆
跡
は
序
文
と
同
筆
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
の

大
川
市
立
清
力
美
術
館
の
江
戸
勤
番
之
図
（
小
林
）

一
二
七
三

（15）

図20 剥落の付箋



詞
書
は
、
詞
三
（
図
９
）
と
詞
四
（
図

10）
は
同
筆
の
可
能
性
が
た
か
く
、
詞
五
（
図

17）
と
詞
六
（
図

19）
は
同
筆
、

詞
一
は
こ
れ
ら
と
は
こ
と
な
る
。
画
中
の
文
字
は
一
筆
で
あ
り
、
詞
三
、
四
と
類
似
す
る
が
、
同
筆
と
断
定
は
で
き
な
い
。

詞
二
（
図
７
）
の
筆
者
は
、
作
文
の
主
と
想
定
さ
れ
る
橘
雨
、
付
箋
六
に
よ
れ
ば
高
原
乙
次
郎
と
い
う
人
物
で
あ
ろ
う
か
。

序
文
に
そ
え
る
付
箋
を
は
じ
め
と
し
て
、
剥
落
し
て
い
る
も
の
を
ふ
く
め
て
、
十
六
枚
の
付
箋
が
あ
る
。
付
箋
と
称
す
る

に
は
法
量
の
大
き
な
紙
も
あ
る
が
、
清
力
美
術
館
本
に
は
絵
を
え
が
い
て
貼
り
つ
け
た
紙
も
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
文
字
を

記
し
て
貼
る
も
の
は
す
べ
て
付
箋
と
称
し
て
い
る
。

付
箋
の
料
紙
に
は
、
朱
色
の
無
地
と
、
朱
地
に
朱
線
で
唐
草
文
様
を
あ
ら
わ
す
二
種
類
が
あ
る
。
無
地
の
付
箋
の
数
が
多

く
、
後
者
は
付
箋
二
（
図
２
）、
三
（
図
３
）、
五
（
図
５
）
と
、
現
在
剥
落
し
て
い
る
二
枚
（
図

20）
で
、
人
名
と
、
別
号
、

家
系
な
ど
を
き
わ
め
て
簡
単
に
記
す
。
料
紙
は
こ
と
な
る
が
、
付
箋
の
筆
跡
は
す
べ
て
同
一
で
あ
る
。
付
箋
一
と
同
様
に
、

絵
師
を
狩
野
勝
波
と
す
る
付
箋
二
を
ふ
く
め
て
、
付
箋
の
記
載
内
容
は
容
認
し
た
い
。

こ
の
付
箋
の
筆
者
は
、
た
と
え
ば
付
箋
一
に
お
い
て
、
戸
田
熊
次
郎
の
子
や
孫
の
博
学
に
言
及
し
、
付
箋
八
に
お
い
て
も

梯
豊
太
は
今
の
梯
新
平
の
祖
父
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
、
清
力
美
術
館
本
の
登
場
人
物
の
孫
の
時
代
に
生
き
た
人
物
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
付
箋
一
に
旧
久
留
米
藩
と
記
す
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
付
箋
は
廃
藩
置
県
後
に
つ
く
ら
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

ま
た
、
江
戸
東
京
博
物
館
の
久
留
米
藩
士
江
戸
勤
番
長
屋
絵
巻
に
よ
っ
て
、
現
在
剥
落
し
て
い
る
付
箋
の
一
、
橘
雨
の
付

箋
は
詞
三
の
末
尾
に
、
も
う
一
枚
の
武
藤
弥
兵
衛
の
付
箋
は
巻
末
の
外
出
す
る
人
物
の
前
に
貼
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
二
七
四

（16）

図２ 序・付箋一・二



三
、
絵

絵
一
（
図
３
）

ふ
た
り
の
人
物
が
、
徳
利
や
鉢
を
の
せ
た
盆
を
は
さ
ん
で
対
座
す
る
と
こ
ろ
を
え
が
く
。
付
箋
三
に

よ
る
と
、
む
か
っ
て
右
、
矢
の
羽
の
紋
の
小
袖
を
つ
け
た
人
物
は
高
原
乙
次
郎
、
左
は
外
科
医
中
島
文

叔
で
あ
る
。
文
叔
の
脇
に
お
か
れ
た
火
鉢
の
箱
の
墨
書
か
ら
、
こ
こ
が
中
島
文
叔
の
部
屋
で
あ
る
こ
と

も
わ
か
る
。

文
叔
は
剃
髪
し
、
乙
次
郎
は
月
代
を
剃
っ
て
小
さ
な
髷
を
結
っ
て
い
る
。
文
叔
は
青
色
の
格
子
模
様
、

乙
次
郎
の
小
袖
は
無
地
、
小
袖
に
家
紋
を
え
が
く
の
は
こ
の
場
面
の
み
。
ふ
た
り
の
脇
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
煙
管
と
煙
草
入
れ
、
乙
次
郎
の
後
方
に
は
大
小
の
刀
と
紙
入
れ
を
え
が
く
。
ふ
た
り
は
、
左
手
の
指

を
折
り
、
右
手
を
さ
し
だ
し
て
お
り
、
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
拳
遊
び
に
で
も
興
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

火
鉢
の
炭
は
墨
の
う
え
に
赤
色
を
ほ
ど
こ
し
、
火
鉢
に
か
け
た
大
き
な
鉄
瓶
の
口
か
ら
は
湯
気
が
た

ち
の
ぼ
っ
て
い
る
よ
う
す
を
淡
墨
で
え
が
い
て
い
る
。

大
川
市
立
清
力
美
術
館
の
江
戸
勤
番
之
図
（
小
林
）

一
二
七
五

（17）

図３ 絵一・付箋三・四



絵
二
（
図
４
）

こ
こ
も
中
島
文
叔
の
部
屋
で
あ
る
こ
と
が
、
机
側
面
の
墨
書
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
大
き
な
机
、
書
物
を
つ
み
あ
げ
た
部
屋
は
い
か
に
も
狭
苦
し
い
。

そ
こ
に
人
物
は
三
人
。
髷
を
結
っ
た
人
物
と
剃
髪
の
人
物
が
格
子
に
線
を
ひ
い
た
盤
を
は
さ
ん
で
、
い
ず
れ
も
片
膝
を
た
て
て
坐
し
、
も
う
ひ
と
り
の
剃

髪
の
人
物
は
煙
管
を
も
っ
て
腹
這
い
に
な
り
、
か
れ
ら
の
方
を
み
て
い
る
。
盤
上
に
は
碁
石
も
駒
も
え
が
か
な
い
が
、
序
文
に
は
棋
将
棋
に
永
日
を
忘
れ

と
あ
る
。

剃
髪
の
人
物
の
ど
ち
ら
が
部
屋
の
主
中
島
文
叔
か
は
わ
か
ら
な
い
。
清
力
美
術
館
本
で
は
、
文
叔
の
ほ
か
、
の
ち
に
登
場
す
る
医
師
黒
岩
隆
琢
と
絵
師

狩
野
勝
波
が
剃
髪
し
て
い
る
。
着
衣
は
、
坐
す
ふ
た
り
が
無
地
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
腹
這
い
の
人
物

は
白
地
に
青
の
絣
模
様
、
夏
の
衣
か
と
お
も
わ
れ
る
。

壁
は
板
壁
、
す
く
な
く
と
も
一
面
は
上
方
が
格
子
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
簾
を
か
け
て
い
る
。
そ

の
脇
の
柱
に
は
花
を
い
け
た
小
さ
な
花
入
れ
を
か
け
、
こ
の
柱
に
接
す
る
の
は
簡
素
な
床
の
間
か
、
低

い
台
を
し
つ
ら
え
て
、
そ
の
う
え
に
紐
を
か
け
た
大
き
な
手
文
庫
と
書
物
を
お
い
て
い
る
。
そ
の
上
方

に
は
懸
物
の
表
具
の
一
部
が
え
が
か
れ
て
い
る
。

腹
這
い
の
人
物
の
足
元
に
机
が
あ
り
、
硯
と
墨
、
筆
立
、
冊
子
な
ど
を
な
ら
べ
お
く
。
机
の
前
に
は

楕
円
形
の
虎
皮
。
人
物
の
脇
に
煙
管
と
煙
草
入
れ
、
煙
草
盆
、
急
須
を
の
せ
た
盆
。
湯
の
み
茶
碗
や
大

小
の
刀
も
畳
の
う
え
に
無
造
作
に
お
か
れ
て
い
る
。

一
二
七
六

（18）

図４ 絵二



絵
三
（
図
５
・
６
）

戸
田
熊
次
郎
の
部
屋
。
文
机
脚
部
の
墨
書
に
よ
っ
て
そ
れ

と
わ
か
る
。
熊
次
郎
は
背
を
み
せ
て
え
が
か
れ
て
い
る
。
か

れ
は
濡
れ
縁
ち
か
く
に
文
机
を
お
い
て
、
こ
れ
に
頬
杖
を
つ

き
、
煙
管
を
も
っ
た
手
を
休
め
、
ぼ
ん
や
り
と
庭
を
な
が
め

る
風
情
に
え
が
か
れ
る
。
か
れ
の
後
方
に
、
火
の
は
い
っ
た

小
さ
な
手
焙
り
が
あ
る
。
壁
に
は
、
画
賛
の
あ
る
岩
に
竹
を

え
が
く
懸
物
一
幅
、
そ
の
ほ
か
小
画
面
の
書
画
が
す
き
ま
な

く
貼
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
左
手
の
壁
の
端
に
、
吊
り
さ
げ

た
帚
と
は
た
き
も
え
が
か
れ
る
。
濡
れ
縁
の
さ
き
に
は
せ
ま

い
庭
が
あ
り
、
右
手
に
は
朝
顔
の
か
ら
ん
だ
垣
根
が
あ
り
、

垣
間
み
る
人
物
の
上
半
身
が
え
が
か
れ
る
。
こ
の
人
物
は
、

柱
の
部
分
の
墨
書
と
付
箋
五
に
よ
っ
て
黒
岩
隆
琢
と
わ
か
る
。

熊
次
郎
の
左
手
の
壁
を
え
が
く
紙
を
巻
き
あ
げ
る
と
、
庭
の
全
体
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
６
）。
朝
顔
は
熊
次
郎
の
前
面
の
垣
根
に
も
か
ら
ん
で
お

り
、
別
に
植
木
鉢
に
も
育
て
て
い
る
。
庭
の
真
中
に
長
方
形
の
花
壇
も
あ
り
、
花
と
野
菜
を
ま
じ
え
植
え
て
い
る
ら
し
く
、
撫
子
の
よ
う
な
赤
、
白
、
桃

色
の
花
が
咲
き
、
茄
子
の
ひ
と
株
は
実
を
つ
け
て
い
る
。
花
壇
の
右
手
に
は
小
さ
い
な
が
ら
築
山
風
に
土
を
盛
り
、
岩
を
配
し
て
木
や
草
を
植
え
て
い
る
。

大
川
市
立
清
力
美
術
館
の
江
戸
勤
番
之
図
（
小
林
）

一
二
七
七

（19）

（上）図５・（下）図６ 絵三・詞一・付箋五



一
方
の
垣
根
越
し
に
隣
接
す
る
軒
先
が
え
が
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

敷
地
の
狭
さ
を
お
も
わ
せ
る
が
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
熊
次
郎
の
庭
に

つ
く
り
だ
さ
れ
て
い
る
景
色
の
ひ
ろ
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

庭
全
体
の
描
写
は
、
序
文
に
お
い
て
江
戸
の
萍
寓
の
楽
し
み
を
列

挙
す
る
な
か
の
、
朝
顔
を
破
垣
に
這
わ
せ
て
云
々
と
い
う
件
に
対
応

す
る
。
こ
の
画
面
に
つ
づ
く
詞
一
（
図
５
）
に
は
、
朝
顔
に
無
聊
を

な
ぐ
さ
め
る
と
い
う
熊
次
郎
自
作
の
漢
詩
が
記
さ
れ
て
い
る
。

絵
四
（
図
７
・
８
）

文
机
側
面
の
墨
書
か
ら
高
原
乙
次
郎
の
部
屋
。
こ
こ
に
憩
う
三
人

を
え
が
く
。
夜
陰
せ
ま
る
こ
ろ
か
、
行
灯
に
は
灯
が
と
も
る
。
す
で

に
空
に
な
っ
た
大
徳
利
が
一
本
。
ひ
と
り
は
行
灯
の
縁
を
枕
に
横
に

な
り
、
剃
髪
の
人
物
が
徳
利
を
さ
し
だ
し
、
も
う
ひ
と
り
が
大
き
な

盃
で
う
け
て
い
る
。

画
面
む
か
っ
て
右
手
の
壁
に
は
、
二
段
の
棚
が
あ
っ
て
文
房
具
を
な
ら
べ
お
き
、
も
う
一
方
の
壁
に
は
船
の
白
帆
が
大
き
く
え
が
か
れ
、
こ
の
壁
の
端

に
は
月
を
み
あ
げ
る
布
袋
の
図
の
懸
物
を
か
け
る
。
白
帆
は
凌
雲
こ
と
狩
野
勝
波
筆
、
帰
郷
の
お
も
い
を
託
し
た
大
船
の
帆
と
、
詞
二
（
図
７
）
に
い
う
。

一
二
七
八

（20）

（上）図７・（下）図８ 絵四・詞二



行
灯
の
一
面
に
は
撫
子
ら
し
い
花
を
え
が
き
、
他
の
二
面
に
は
発
句
を
書
く
。
そ
の
一
「
き
た
坂

を
」
は
、
詞
三
（
図
９
）
に
よ
っ
て
、
橘
雨
こ
と
乙
次
郎
そ
の
ひ
と
の
句
で
あ
る
と
わ
か
る
。
こ

の
句
の
墨
書
は
行
灯
の
内
側
か
ら
み
て
い
る
た
め
に
、
裏
文
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。

濡
れ
縁
の
さ
き
は
庭
。
棚
の
あ
る
壁
と
鴨
居
上
方
の
棚
を
え
が
く
部
分
を
巻
き
あ
げ
る
と
、
庭

が
ひ
ろ
く
あ
ら
わ
れ
る
（
図
８
）。
戸
田
熊
次
郎
の
庭
と
は
こ
と
な
り
、
花
の
な
い
、
樹
木
だ
け
の

庭
で
あ
る
。
樹
木
の
根
元
の
地
面
も
な
め
ら
か
で
は
な
く
、
墨
線
の
楕
円
形
で
う
め
て
い
る
。
詞

二
に
、
樹
木
を
深
山
に
な
ぞ
ら
え
、
小
石
や
あ
わ
び
、
さ
ざ
え
の
貝
殻
を
敷
い
て
、
海
浜
の
形
を

模
し
た
と
あ
る
。

絵
五
（
図
９
）

点
取
り
俳
諧
の
よ
う
す
を
え
が
く
（
註
七
）。
部
屋
の
一
方
は
、
上
方
が
窓
ら
し
く
、
下
方
は
壁
、

こ
の
壁
面
に
白
帆
が
え
が
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
隣
接
す
る
画
の
な
い
壁
に
は
水
墨
山
水
図
三
幅

対
を
か
け
る
。
む
か
っ
て
左
端
の
幅
に
は
、
落
款
に
し
て
は
や
や
大
き
く
「
狩
野
」
と
墨
書
す
る
。

壁
面
の
白
帆
の
図
様
は
高
原
乙
次
郎
の
部
屋
の
そ
れ
と
は
こ
と
な
る
。
後
出
の
詞
四
（
図

10）

か
ら
す
る
と
、
狩
野
勝
波
の
部
屋
に
も
、
荒
壁
に
胡
粉
に
て
帆
懸
船
が
え
が
か
れ
て
い
た
。
こ
こ

は
勝
波
の
部
屋
で
あ
る
可
能
性
が
た
か
い
。

大
川
市
立
清
力
美
術
館
の
江
戸
勤
番
之
図
（
小
林
）

一
二
七
九

（21）

図９ 絵五・詞三



会
す
る
は
九
人
、
一
覧
表
を
前
に
筆
を
と
る
ひ
と
、
煙
管
を
も
つ
手
を
止
め
目
を
閉
じ
る
も
の
、
両
の
拳
を
膝
に
押
し
つ
け
る
も
の
、
指
を
折
る
も
の
、

腕
組
み
す
る
も
の
な
ど
、
思
案
中
の
連
衆
を
え
が
く
。
各
々
の
脇
に
は
、
冊
子
と
複
数
の
短
冊
形
の
紙
片
が
無
造
作
に
お
か
れ
て
い
る
。
序
文
に
も
、
芭

蕉
翁
の
跡
を
た
ず
ね
、
点
取
り
俳
諧
に
興
ず
る
こ
と
も
勤
番
の
楽
し
み
の
一
と
述
べ
て
い
る
。

絵
六
（
図

10）

茶
の
湯
の
場
面
で
あ
る
。
部
屋
の
な
か
ほ
ど
に
炉
を
き
っ
た
部
屋
。
壁
に
は
、
朱
房
を
垂
ら
し
た
扇
を
か

ざ
る
柱
の
左
右
に
寿
老
人
鶴
亀
図
三
幅
対
、
川
上
不
白
、
田
川
鳳
朗
、
大
綱
宗
彦
な
ど
、
狩
野
勝
波
等
と
ほ

ぼ
同
時
代
人
の
墨
蹟
な
ど
を
か
け
な
ら
べ
、
押
し
込
み
の
戸
に
は
旭
に
白
梅
図
を
え
が
き
、
そ
の
上
方
に
は

鶴
ら
し
い
群
を
な
し
て
飛
ぶ
鳥
の
図
の
額
を
か
か
げ
る
。
清
力
美
術
館
本
の
な
か
で
も
っ
と
も
華
や
か
な
場

面
で
、
常
の
茶
会
で
は
な
く
、
初
釜
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。

文
机
側
面
の
墨
書
か
ら
、
勝
波
の
部
屋
と
推
察
さ
れ
、
画
中
の
付
箋
に
よ
っ
て
茶
を
点
て
る
の
が
勝
波
と

わ
か
る
。
亭
主
勝
波
の
左
手
に
棚
が
あ
り
、
水
指
を
お
く
。
側
の
棗
の
う
え
に
茶
杓
、
そ
の
横
に
茶
筅
が
お

か
れ
、
勝
波
は
茶
碗
を
手
に
と
り
、
茶
巾
で
拭
い
て
い
る
。
客
は
三
名
。
み
な
羽
織
を
着
け
、
脇
差
も
み
え

な
い
。
剃
髪
の
ひ
と
り
は
菓
子
を
手
に
と
り
、
ほ
か
の
ふ
た
り
は
や
や
か
し
こ
ま
っ
た
面
持
ち
で
正
座
し
て

い
る
。
や
り
と
り
は
詞
四
に
く
わ
し
い
。

序
文
に
茶
の
湯
の
釜
の
し
ん
し
ん
と
煮
え
た
つ
に
と
あ
る
よ
う
に
、
蓋
を
と
っ
た
釜
か
ら
は
た
か
く
湯
気

一
二
八
〇

（22）

図10 絵六・詞四



が
た
ち
の
ぼ
っ
て
い
る
。

絵
七
（
図

11・

12）

櫃
の
名
札
か
ら
梯
豊
太
の
部
屋
と
わ
か
る
。
室
内
に
は
対
座
す
る
ふ
た
り
、
煙
管
を
手
に
、
話
に
聞
き
い
る
よ
う
す
の
人
物
が
豊
太
で
あ
ろ
う
。
も
う

ひ
と
り
は
、
袴
を
着
け
、
脇
に
小
刀
を
お
き
、
膝
前
に
ひ
ろ

げ
た
巻
紙
を
指
さ
し
つ
つ
話
す
態
。
豊
太
の
脇
に
あ
る
箱
は

煙
草
盆
ら
し
い
。
客
は
煙
管
や
煙
草
入
れ
を
畳
の
う
え
に
お

い
て
い
る
。
か
れ
の
側
に
あ
る
小
さ
な
壺
形
に
は
、
火
ば
し

を
さ
す
ら
し
く
、
煙
草
用
の
手
焙
り
か
。

窓
の
上
下
の
壁
に
は
、
二
大
字
や
漢
詩
の
墨
書
が
未
表
装

の
ま
ま
で
貼
ら
れ
て
い
る
。
別
の
壁
に
は
書
跡
や
短
冊
を
貼
っ

た
懸
物
が
あ
る
。
梯
豊
太
は
、
付
箋
八
（
図

11）
に
書
を
能

く
す
と
あ
る
。
書
の
み
を
か
ざ
り
、
画
や
画
の
懸
物
が
み
ら

れ
な
い
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
柱
に
は
扇
、

そ
の
下
方
に
花
を
い
け
た
一
輪
挿
し
。
一
方
の
壁
際
に
は
文

机
、
他
方
に
は
書
箱
、
小
ぶ
り
の
櫃
を
な
ら
べ
お
く
。
そ
の

大
川
市
立
清
力
美
術
館
の
江
戸
勤
番
之
図
（
小
林
）

一
二
八
一

（23）

（上）図11・（下）図12 絵七・付箋八



櫃
に
は
、
文
机
と
同
じ
く
朱
色
の
布
を
か
け
、
冊
子
を
つ
む
。
ほ
か
に
、
名
札
を
つ
け
た
大
き
な
櫃
の
う
え
に
は
香
炉
を
か
ざ
っ
て
い
る
。

窓
の
部
分
の
紙
を
ま
き
あ
げ
る
と
、
こ
の
部
屋
が
二
階
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図

12）
。
一
方
の
窓
か
ら
は
隣
接
す
る
長
屋
、
他
方
の
窓
か
ら
は
、

長
屋
の
屋
根
越
し
に
遠
く
の
四
脚
門
と
門
前
の
ひ
と
び
と
、
木
立
が
み
え
る
。
木
立
に
た
な
び
く
霞
の
端
に
、
月
と
ほ
と
と
ぎ
す
ら
し
い
一
羽
の
飛
鳥
を

え
が
く
。
壁
面
の
墨
書
に
は
、
二
階
か
ら
増
上
寺
が
み
え
る
と
あ
る
。

久
留
米
藩
は
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
十
一
月
、
徳
川
幕
府
よ
り
芝
三
田
に
屋
敷
地
を
拝
領
し
（
註
八
）、
上
屋
敷
と
し
た
。
赤
羽
川
沿
い
の
土
地
で
、

屋
敷
地
の
北
面
に
そ
っ
て
東
へ
す
す
む
と
、
屋
敷
地
が
お
わ
っ
て
ほ
ど
な
く
、
序
文
に
も
言
及
す
る
赤
羽
橋
が
あ
り
、
こ
れ
を
渡
る
と
、
右
手
に
増
上
寺

の
広
大
な
境
内
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
（
註
九
）。
こ
の
上
屋
敷
は
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
頃
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
（
註
一
〇
）
や
、
泥
絵
（
註
一
一
）、

錦
絵
（
註
一
二
）
に
も
み
い
だ
さ
れ
る
。
清
力
美
術
館
本
の
舞
台
は
、
こ
れ
ら
に
み
え
る
延
々
と
つ
づ
く
表
長
屋
に
か
こ
ま
れ
た
こ
の
上
屋
敷
の
う
ち
に

あ
っ
た
。

絵
八
（
図

13・

14）

文
机
か
ら
転
が
り
お
ち
た
ら
し
い
巻
紙
に
記
さ
れ
た
名
か
ら
、
高
原
信
太
の
部
屋
を
え
が
く
と
わ
か
る
。
床
よ
り
大
き
な
畳
を
も
ち
い
た
の
か
、
畳
は

壁
際
で
も
ち
あ
が
る
よ
う
に
ま
が
っ
て
い
る
。
付
箋
九
（
図

13）
に
よ
る
と
、
高
原
信
太
は
三
坪
の
部
屋
に
ま
が
っ
た
畳
を
敷
い
て
四
年
を
す
ご
し
た
と

あ
る
。

部
屋
の
な
か
ほ
ど
に
徳
利
や
肴
の
皿
を
の
せ
た
盆
を
は
さ
ん
で
す
わ
る
ふ
た
り
と
、
窓
際
に
た
つ
人
物
が
い
る
。
す
わ
る
ふ
た
り
は
窓
際
の
人
物
が
気

に
か
か
る
よ
う
す
で
、
か
れ
を
み
や
る
。
付
箋
九
に
性
質
朴
に
し
て
よ
く
飲
む
と
記
さ
れ
る
高
原
信
太
が
、
大
盃
を
口
に
運
ん
で
い
る
人
物
で
あ
ろ
う
。

一
二
八
二

（24）



薄
物
の
羽
織
を
つ
け
た
窓
際
の
人
物
は
、
壁
面
の
墨
書
か
ら

遊
学
中
の
医
師
賢
斎
、
柱
に
す
が
り
窓
外
を
み
つ
め
る
。
信

太
の
開
き
加
減
の
口
許
は
、
酔
い
に
ま
か
せ
て
、
賢
斎
に
意

見
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

貼
紙
を
ま
き
あ
げ
、
明
障
子
の
窓
を
あ
け
る
と
、
み
お
ろ

す
よ
う
に
と
な
り
の
長
屋
の
庭
さ
き
が
み
え
る
（
図

14）
。

壁
面
の
墨
書
に
よ
る
と
、
定
居
の
長
屋
。
庭
に
は
ふ
た
り
の

女
性
を
え
が
く
。
ふ
た
り
の
し
ぐ
さ
は
、
お
裾
分
け
を
持
参

し
た
近
所
の
女
性
と
、
恐
縮
す
る
こ
の
家
の
妻
女
と
想
像
さ

せ
る
。
家
族
か
ら
と
お
く
は
な
れ
て
く
ら
す
藩
士
に
は
、
望

郷
の
お
も
い
を
か
き
た
て
ら
れ
る
光
景
で
あ
ろ
う
。

こ
の
窓
の
横
の
壁
面
に
は
刀
掛
を
と
り
つ
け
、
大
小
二
揃

を
か
け
、
一
輪
挿
し
を
か
ざ
る
柱
を
は
さ
ん
だ
壁
に
は
文
を
も
つ
美
人
の
図
と
藻
魚
図
の
懸
物
を
か
け
て
い
る
。

大
川
市
立
清
力
美
術
館
の
江
戸
勤
番
之
図
（
小
林
）

一
二
八
三

（25）

（上）図13・（下）図14 絵八・付箋九



絵
九
（
図

15）

獅
子
は
ど
こ
じ
ゃ
に
興
じ
る
六
人
。
裃
を
脱
い
で
、
大
小
を
脇

に
お
い
て
、
酒
肴
を
か
こ
み
、
身
振
り
手
振
り
も
さ
ま
ざ
ま
に
え

が
か
れ
る
。
畳
や
調
度
も
え
が
か
な
い
。

絵
一
〇
（
図

16）

羅
漢
ま
わ
し
に
興
じ
る
十
人
。

羅
漢
ま
わ
し
は
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
序
跋
『
絵
本
大
人
游
』

巻
の
中
に
、
絵
九
の
獅
子
は
ど
こ
じ
ゃ
は
翌
年
の
続
篇
巻
の
上
に

お
さ
め
る
（
註
一
三
）。

絵
一
一
（
図

17）

酒
宴
の
果
て
の
大
混
乱
を
え
が
く
。
文
机
の
脚
に
記
す
文
字
は

高
原
乙
次
郎
を
さ
す
が
、
白
帆
の
荒
壁
も
み
え
ず
、
絵
四
の
部
屋

と
同
じ
と
は
お
も
わ
れ
な
い
。

会
す
る
は
十
一
名
。
す
で
に
席
は
乱
れ
、
大
盃
で
さ
ら
に
飲
み

一
二
八
四

（26）
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つ
づ
け
る
も
の
、
人
足
帳
を
破
り
す
て
る
も
の
、
押
し
込
み
の
前
に
す
わ
り
、
両
の
拳
で
そ
の
戸
を
叩
く
も
の
、
外
れ
た
板
戸
を
蹴
破
ら
ん
と
す
る
も
の
、

徳
利
を
三
和
土
に
投
げ
す
て
る
も
の
、
迷
惑
顔
に
身
を
ち
ぢ
め
て
徳
利
を
運
ぶ
も
の
。
押
し
込
み
の
戸
に
逆
さ
に
も
た
れ
た
人
物
は
、
押
し
込
み
の
戸
を

足
で
う
ち
鳴
ら
し
て
い
る
ら
し
い
。
滑
稽
味
あ
る
描
写
で
あ
る
。

詞
五
（
図

17）
に
し
た
が
い
、
壁
面
の
文
字
を
た
ど
る
と
、
天
保
十
亥
年
四
月
五
日
夜
。
付
箋
一
〇
（
図

17）
に
こ
と
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
公

的
記
録
で
お
ぎ
な
う
と
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
当
時
の
藩
主
は
大
良
公
、
第
九
代
有
馬
頼
徳
、
か
れ
は
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
四
月
に
参
勤
の
た

め
出
府
し
た
（
註
一
四
）。
翌
十
年
（
一
八
三
九
）
は
帰
国
の
年
で
あ
っ
た
が
、
四
月
一
日
、
御
暇
を

乞
う
た
め
に
登
城
す
る
と
居
残
り
を
命
じ
ら
れ
た
。
勤
番
の
藩
士
た
ち
は
、
こ
の
帰
国
差
留
め
を
知
っ

て
落
胆
し
、
鬱
憤
を
は
ら
す
た
め
暴
飲
に
は
し
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
四
月
の
時
点
で
は
居
残
り
の

理
由
は
あ
き
ら
か
で
な
い
が
、
八
月
、
久
留
米
藩
は
前
年
冬
に
焼
失
し
た
江
戸
城
西
の
丸
普
請
の
手

伝
い
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
（
註
一
五
）。

絵
一
二
（
図

18）

雀
小
弓
を
え
が
く
。
出
光
美
術
館
蔵
英
一
蝶
筆
四
季
日
待
図
巻
（
註
一
六
）
に
も
え
が
か
れ
る
室

内
で
の
弓
遊
び
で
あ
る
。

だ
れ
の
部
屋
か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
部
屋
よ
り
や
や
ひ
ろ
い
十
畳
敷
程
度
に
え
が
か
れ
、

一
部
に
壁
土
の
落
ち
た
よ
う
す
も
え
が
か
れ
る
。
そ
の
壁
の
一
面
に
小
さ
な
的
を
し
つ
ら
え
て
い
る
。

大
川
市
立
清
力
美
術
館
の
江
戸
勤
番
之
図
（
小
林
）

一
二
八
五

（27）
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的
の
下
方
に
は
、
三
本
の
矢
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
別
の
壁
面
に
は
、
柳
に
飛
燕
図
ら
し
き
懸
物
を
か
け
、
そ
の
脇
の
柱
に
は
黄
色
の
花
を
挿
し
た
大
き

な
糸
瓜
形
の
花
器
を
か
ざ
り
、
こ
の
柱
を
は
さ
ん
だ
壁
面
に
細
い
棒
を
吊
し
て
衣
桁
代
わ
り
に
も
ち
い
て
い
る
。

ひ
と
り
が
上
半
身
裸
形
で
弓
を
ひ
き
し
ぼ
り
、
あ
と
の
四
人
は
煙
管
を
ふ
か
し
、
頭
を
さ
す
り
、
立
て
膝
を
す
る
な
ど
、
く
つ
ろ
い
だ
よ
う
す
で
見
守
っ

て
い
る
。
弓
を
ひ
く
人
物
の
脇
の
筒
に
は
六
本
の
矢
が
の
こ
り
、
煙
管
を
つ
か
う
人
物
の
脇
に
は
さ
り

げ
な
く
小
さ
な
手
焙
り
が
お
か
れ
て
い
る
。

絵
一
三
（
図

19）

黒
塗
り
の
板
塀
の
前
で
の
夕
涼
み
の
様
を
え
が
く
。
塀
の
表
札
に
は
狩
野
勝
波
と
梯
豊
太
の
名
が
な

ら
び
、
右
隣
の
表
札
は
中
島
文
叔
。

黒
塀
の
う
え
に
は
三
個
の
植
木
鉢
を
な
ら
べ
お
く
。
色
も
か
た
ち
も
こ
と
な
る
植
木
鉢
に
は
朝
顔
を

植
え
る
ら
し
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鉢
に
名
札
と
お
も
わ
れ
る
小
さ
な
短
冊
形
の
札
を
さ
し
て
い
る
。
勝

波
等
の
住
居
の
門
口
を
入
っ
て
左
手
に
、
台
を
し
つ
ら
え
手
水
鉢
を
の
せ
、
手
水
鉢
に
は
柄
杓
を
伏
せ

お
く
。
台
の
下
方
に
は
葉
蘭
の
よ
う
な
植
物
を
植
え
て
い
る
。
ま
た
、
手
水
鉢
の
背
後
に
は
、
赤
い
実

を
つ
け
た
南
天
と
奥
へ
と
つ
づ
く
飛
び
石
が
み
え
る
。
南
天
に
も
地
面
に
も
白
色
の
絵
の
具
を
ほ
ど
こ

し
、
雪
を
あ
ら
わ
す
。
涼
感
を
も
と
め
た
壁
画
で
あ
る
。

門
口
の
薪
の
束
に
腰
掛
け
る
狩
野
勝
波
、
手
に
す
る
団
扇
に
は
発
句
の
墨
書
、
体
を
や
や
右
に
む
け
、

一
二
八
六

（28）
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口
は
ひ
ら
い
て
お
り
、
話
し
か
け
る
よ
う
す
で
あ
る
。
勝
波
の
左
方
、
丸
太
に
腰
掛
け
る
の
は
梯
豊
太
、
月
に
ほ
と
と
ぎ
す
図
の
団
扇
を
腰
に
さ
し
、
う

つ
む
き
加
減
に
何
か
言
い
つ
つ
、
腕
の
汗
を
拭
う
。
勝
波
の
右
方
の
中
島
文
叔
は
、
右
手
に
朝
顔
図
の
団
扇
、
左
手
に
煙
管
と
煙
草
入
れ
を
も
ち
、
ふ
り

む
い
て
、
歩
み
さ
る
人
物
を
見
送
っ
て
い
る
。
戸
田
熊
次
郎
は
、
夕
涼
み
の
仲
間
入
り
す
る
と
こ
ろ
か
、
左
手
に
団
扇
を
も
っ
て
御
目
付
長
屋
と
書
か
れ

た
門
を
は
い
る
そ
の
背
中
の
上
半
身
が
え
が
か
れ
る
。

画
面
左
へ
歩
み
さ
る
人
物
に
は
、
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
武
藤
弥
兵
衛
と
す
る
付
箋
が
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
勝
波
の
問
い
に
こ
た
え
た
、
腹
ご
な
し

の
た
め
に
で
か
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
ば
の
墨
書
で
清
力
美
術
館
本
は
終
わ
っ
て
い
る
。
序
文
に
も
あ
る
よ
う
に
表
長
屋
か
ら
外
に
出
る
と
ほ

ど
な
く
赤
羽
橋
、
こ
れ
を
渡
る
と
増
上
寺
、
夕
ま
ぐ
れ
の
散
策
に
は
恰
好
の
場
所
と
い
う
べ
き
か
。

こ
こ
に
え
が
か
れ
る
主
要
な
人
物
は
、
ほ
ぼ
四
様
の
大
き
さ
に
わ
け
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
大
き
く
え
が
か
れ
る
の
は
、
絵
一
、
二
、
四
、
五
。
人
物
が

二
、
三
名
の
場
合
と
句
会
の
場
面
で
、
後
者
で
は
、
人
数
は
九
名
と
多
い
が
、
人
物
は
肩
が
ふ
れ
そ
う
な
ほ
ど
近
接
し
て
え
が
か
れ
る
。
も
っ
と
も
小
さ

い
の
は
、
絵
一
一
、
天
保
十
一
年
四
月
五
日
夜
の
暴
飲
の
場
面
で
、
高
い
視
点
か
ら
部
屋
の
あ
ち
こ
ち
に
散
ら
ば
っ
た
十
一
名
の
よ
う
す
を
と
ら
え
る
。

こ
れ
ら
の
な
か
ば
の
大
き
さ
に
も
二
様
あ
り
、
絵
九
、
一
〇
の
酒
席
で
の
遊
戯
は
や
や
大
き
く
、
絵
三
と
六
、
七
、
八
、
一
二
、
一
三
は
や
や
小
さ
い
。

描
写
の
主
眼
が
、
人
物
か
、
室
内
の
よ
う
す
か
、
庭
か
、
窓
外
の
風
景
か
、
人
物
の
大
き
さ
は
場
面
に
よ
っ
て
適
切
な
大
き
さ
が
撰
択
さ
れ
て
い
る
。
人

物
の
大
き
さ
が
場
面
に
よ
っ
て
不
規
則
に
か
わ
る
た
め
、
画
巻
全
体
の
統
一
感
か
ら
す
る
と
こ
れ
を
い
さ
さ
か
減
少
さ
せ
る
が
、
一
方
に
お
い
て
、
こ
れ

が
場
面
の
展
開
を
よ
り
い
っ
そ
う
変
化
あ
る
も
の
と
感
じ
さ
せ
て
い
る
。

人
物
の
え
が
き
方
は
、
大
き
さ
に
か
か
わ
り
な
く
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
の
肉
身
線
は
墨
線
で
と
ぎ
れ
が
ち
に
ひ
き
、
額
、
頬
、
胸
、

大
川
市
立
清
力
美
術
館
の
江
戸
勤
番
之
図
（
小
林
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手
、
腕
な
ど
肉
身
部
分
に
、
ひ
ろ
く
塗
る
よ
う
に
朱
隈
を
い
れ
て
い
る
。
眉
も
目
も
鼻
梁
線
も
、
ほ
と
ん
ど
が
、
一
本
の
淡
墨
線
を
ひ
い
た
う
え
に
、
さ

ら
に
一
本
の
濃
墨
線
を
ひ
き
か
さ
ね
る
に
す
ぎ
な
い
。
が
、
眉
や
目
の
線
の
傾
斜
角
度
を
か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
巧
み
に
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
え
が
き

わ
け
て
い
る
。
口
は
、
閉
じ
た
場
合
は
一
本
の
線
、
開
い
て
い
る
場
合
は
輪
郭
線
で
上
下
の
唇
を
か
た
ど
り
、
そ
の
な
か
ば
に
二
本
線
を
ひ
き
、
朱
を
さ

し
て
あ
ら
わ
す
。
簡
略
で
は
あ
る
が
、
舌
と
前
歯
を
み
せ
て
え
が
く
も
の
が
あ
り
、
酔
っ
た
人
物
が
大
声
で
管
を
巻
い
て
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
も
よ
く
あ

ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

衣
文
線
は
、
肉
身
線
よ
り
や
や
濃
い
墨
を
も
ち
い
、
や
や
太
く
、
速
度
の
あ
る
描
線
で
、
細
部
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
し
か
し
的
確
に
か
た
ど
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
も
っ
と
も
小
さ
く
え
が
か
れ
る
絵
一
一
の
場
合
は
、
肉
身
線
も
衣
文
線
も
描
線
の
幅
が
ほ
か
の
場
面
よ
り
細
い
だ
け
で
な
く
、
肉
身
線

と
衣
文
線
の
差
異
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

彩
色
は
総
じ
て
淡
く
、
緻
密
に
は
塗
ら
な
い
。
た
と
え
ば
着
衣
の
場
合
も
、
淡
い
色
を
お
よ
そ
全
体
に
ほ
ど
こ
し
、
衣
文
線
に
そ
っ
て
や
や
濃
い
色
を

隈
の
よ
う
に
、
と
き
に
は
く
く
り
に
ち
か
い
ほ
ど
に
細
く
ほ
ど
こ
す
。
ほ
と
ん
ど
の
着
物
が
寒
色
系
の
無
地
で
、
色
数
も
多
く
は
な
い
が
、
組
み
合
わ
せ

や
配
置
の
た
め
に
単
調
で
は
な
い
。
絵
一
、
二
、
四
、
五
、
一
三
の
縞
模
様
や
格
子
模
様
、
絣
模
様
を
あ
ら
わ
す
線
も
極
く
薄
く
ひ
か
れ
る
に
す
ぎ
な
い

が
、
単
調
を
破
る
に
は
十
分
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。

一
見
す
る
か
ぎ
り
で
は
速
筆
に
よ
る
簡
略
な
描
写
、
賦
彩
も
粗
で
あ
る
。
し
か
し
、
火
鉢
の
炭
に
点
じ
ら
れ
た
朱
、
鉄
瓶
の
口
や
茶
釜
か
ら
た
ち
の
ぼ

る
湯
気
、
煙
管
の
煙
な
ど
、
細
部
の
描
写
に
は
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ
て
お
り
、
窓
か
ら
み
え
る
増
上
寺
の
門
や
、
庭
先
の
女
性
の
よ
う
す
な
ど
、
き
わ

め
て
小
さ
く
え
が
か
れ
た
部
分
の
描
写
も
的
確
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
略
筆
風
に
み
え
る
描
写
こ
そ
が
撰
択
さ
れ
た
表
現
方
法
で
あ
っ
た
と

か
ん
が
え
ら
れ
る
。
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ま
た
、
窓
外
風
景
の
描
写
に
は
実
景
に
即
し
た
遠
近
表
現
は
み
ら
れ
ず
、
窓
枠
内
に
縮
小
し
た
風
景
を
は
め
こ
ん
で
い
る
こ
と
、
実
際
に
目
に
し
た
可

能
性
は
否
定
で
き
な
い
に
し
て
も
、
師
家
木
挽
町
狩
野
家
の
祖
尚
信
の
禁
裡
郭
公
図
屏
風
や
英
一
蝶
筆
四
季
日
待
図
巻
に
な
ら
う
か
の
よ
う
に
月
に
ほ
と

と
ぎ
す
を
そ
え
て
え
が
く
こ
と
な
ど
（
註
一
七
）、
基
本
的
に
は
伝
統
的
表
現
に
し
た
が
う
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。

四
、
構
成

清
力
美
術
館
本
に
お
い
て
、
場
面
の
な
ら
び
に
規
則
性
を
み
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

時
間
の
経
過
に
そ
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
絵
一
一
が
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
四
月
五
日
夜
を
え
が
き
、
絵
六
が
、
詞
四
に
よ
っ
て
天
保
十
一
年
（
一

八
四
〇
）
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
か
ら
推
察
さ
れ
る
。

ま
た
、
季
節
の
推
移
に
し
た
が
う
も
の
で
も
な
い
。
各
場
面
の
季
節
の
表
現
は
か
な
ら
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
。
絵
七
の
ほ
と
と
ぎ
す
や
絵
一
三
の
夕

涼
み
は
夏
、
絵
三
の
朝
顔
を
秋
と
し
、
絵
六
の
茶
の
湯
を
、
室
内
の
華
や
か
さ
か
ら
初
釜
と
し
て
春
に
あ
て
、
絵
一
三
の
、
雪
中
を
え
が
く
壁
画
に
冬
を

み
と
め
て
、
四
季
が
そ
ろ
う
と
み
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
が
、
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
て
も
四
季
の
順
に
は
あ
わ
な
い
。
事
柄
の
生
じ
た
前
後
関
係
に

も
、
季
節
の
順
に
も
、
清
力
美
術
館
本
は
束
縛
さ
れ
て
い
な
い
。

あ
え
て
排
列
に
関
す
る
絵
師
の
配
慮
を
う
か
が
う
と
す
れ
ば
、
室
内
二
場
面
、
庭
を
ふ
く
む
室
内
二
場
面
、
室
内
二
場
面
、
窓
外
風
景
を
ふ
く
む
二
階

の
室
内
二
場
面
、
室
内
四
場
面
、
唯
一
の
屋
外
と
な
る
門
口
の
よ
う
す
一
場
面
で
お
わ
る
と
い
う
、
ま
と
ま
り
と
変
化
の
両
立
す
る
な
ら
べ
方
が
撰
択
さ

れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

大
川
市
立
清
力
美
術
館
の
江
戸
勤
番
之
図
（
小
林
）
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清
力
美
術
館
本
の
序
文
は
、
勤
番
長
屋
の
生
活
が
、
わ
ず
か
六
畳
敷
の
仮
住
ま
い
な
が
ら
、
妻
子
の
し
が
ら
み
を
し
ば
し
離
れ
て
、
四
季
折
々
に
庭
を

と
と
の
え
、
茶
の
湯
や
将
棋
や
俳
諧
に
暇
を
過
ご
し
、
と
き
に
は
赤
羽
橋
周
辺
の
賑
わ
い
に
心
を
よ
せ
る
気
楽
さ
を
述
べ
、
そ
の
よ
う
な
暮
ら
し
と
さ
さ

や
か
な
感
興
を
絵
に
し
て
、
故
郷
の
ひ
と
に
示
し
、
い
ず
れ
は
昔
語
り
の
助
け
と
も
す
る
く
わ
だ
て
と
記
す
。
日
常
の
余
暇
そ
の
ま
ま
に
、
お
も
い
つ
く

ま
ま
に
場
面
を
な
ら
べ
た
か
に
お
も
わ
れ
る
排
列
は
、
序
文
に
い
う
制
作
意
図
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
、
絵
八
と
絵
九
の
間
に
も
ち
い
る
白
紙
の
端
に
弧
線
の
一
部
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
欠
落
や
錯
簡
の
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と

を
あ
き
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
は
な
い
。
絵
の
部
分
と
白
紙
を
ふ
く
め
て
詞
書
に
あ
た
る
部
分
は
、
法
量
か
ら
す
る
と
、
現
状
の
排
列
に
不
自
然
な
点
は

な
い
。
絵
と
絵
の
間
の
白
紙
部
分
が
、
詞
書
の
た
め
の
余
白
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
清
力
美
術
館
本
が
未
完
、
あ
る
い
は
稿
本
で
あ
る
可
能
性
も
か
ん
が
え

ら
れ
る
。
が
、
こ
れ
も
た
し
か
め
る
術
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
現
状
を
容
認
し
、
無
作
為
に
も
み
え
る
排
列
を
清
力
美
術
館
本
の
特
徴
と
し
て
お
き
た
い
。

も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
本
紙
を
二
重
に
貼
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
場
面
を
二
様
に
み
せ
る
点
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
貼
紙
は
、
下
絵
に
お
け
る
図
様
変

更
の
際
に
も
ち
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
絵
師
に
は
な
じ
み
深
い
手
法
と
い
え
る
。
し
か
し
、
図
様
が
確
定
し
て
こ
そ
本
絵
で
あ
る
か
ら
、
本
来
、
完
成

作
品
に
こ
の
よ
う
な
貼
紙
は
そ
ぐ
わ
な
い
。

貼
紙
に
よ
っ
て
く
わ
え
る
絵
三
の
戸
田
熊
次
郎
の
庭
、
絵
四
の
高
原
乙
次
郎
の
庭
、
絵
七
の
増
上
寺
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
序
文
や

詞
書
に
も
言
及
す
る
。
絵
八
の
定
府
の
藩
士
の
住
ま
い
を
覗
き
み
る
場
面
も
、
序
文
や
付
箋
に
い
う
望
郷
の
念
、
故
郷
の
家
族
を
な
つ
か
し
む
気
持
ち
に

も
と
づ
く
行
為
を
え
が
く
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
清
力
美
術
館
本
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
場
面
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
二
図
と
し
て
別
々
に

え
が
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
あ
え
て
貼
り
か
さ
ね
の
手
法
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
は
、
一
種
の
遊
戯
性
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
画
巻
を
ひ

ろ
げ
て
ゆ
く
行
為
自
体
に
一
層
の
楽
し
さ
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
序
文
や
詞
書
を
草
し
た
人
物
と
絵
師
と
が
、
相
図
っ
て
構
想
を
練
っ
た
よ

一
二
九
〇
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う
す
が
想
像
さ
れ
る
。
清
力
美
術
館
本
を
制
作
す
る
こ
と
自
体
が
、
か
れ
ら
の
余
暇
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

五
、
登
場
人
物

清
力
美
術
館
本
に
え
が
か
れ
た
人
物
の
な
か
で
、
付
箋
に
よ
っ
て
そ
の
名
を
特
定
す
る
こ
と
の
で
き
る
の
は
、
戸
田
熊
次
郎
、
中
島
文
叔
、
高
原
乙
次

郎
、
高
原
信
太
、
賢
斎
、
黒
岩
隆
琢
、
梯
豊
太
、
武
藤
弥
兵
衛
、
狩
野
勝
波
の
九
名
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
人
物
に
つ
い
て
、
く
わ
し
い
こ
と
は
わ
か
ら

な
い
。
付
箋
は
、
か
れ
ら
の
役
職
に
つ
い
て
、
戸
田
熊
次
郎
と
梯
豊
太
は
久
留
米
藩
の
目
付
役
、
黒
岩
隆
琢
は
医
師
と
記
す
。

賢
斎
を
の
ぞ
く
八
名
の
名
が
そ
ろ
っ
て
掲
載
さ
れ
る
「
弘
化
三
午
手
鑑
」（
註
一
八
）
に
よ
る
と
、
戸
田
熊
次
郎
が
御
目
付
、
黒
岩
隆
琢
、
中
島
文
叔
、

狩
野
勝
波
は
御
医
師
、
高
原
乙
次
郎
は
明
善
堂
御
目
付
、
高
原
信
太
は
御
蔵
所
御
目
付
、
梯
豊
太
は
奥
祐
筆
助
、
武
藤
弥
兵
衛
は
中
小
姓
と
あ
る
。
記
載

の
な
い
賢
斎
の
関
連
で
は
、
付
箋
九
に
か
れ
の
兄
と
記
す
平
木
碩
斎
が
御
医
師
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。

付
箋
八
が
梯
豊
太
を
目
付
役
と
し
た
典
拠
は
あ
き
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
弘
化
三
午
手
鑑
」
に
記
さ
れ
た
経
歴
か
ら
す
る
と
、
清
力
美
術
館
本
に
え
が
か
れ
た

帰
国
差
留
め
事
件
の
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
ま
で
に
は
、
か
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
「
弘
化
三
午
手
鑑
」
に
記
載
さ
れ
る
役
職
に
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
な
か
で
、
御
医
師
に
列
す
る
狩
野
勝
波
は
、
久
留
米
藩
御
抱
え
絵
師
。
代
々
の
御
抱
え
絵
師
の
家
に
う
ま
れ
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
頃
か
ら

徳
川
幕
府
の
御
絵
師
狩
野
伊
川
院
栄
信
、
晴
川
院
養
信
に
ま
な
ん
だ
。
天
保
十
年
頃
の
江
戸
滞
在
は
、『
久
留
米
藩
御
用
絵
師
絵
画
資
料
目
録
』
に
報
告
さ

れ
る
画
稿
の
留
書
か
ら
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
十
二
月
か
ら
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
二
月
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
三
月
、
天
保
十
年
（
一
八

三
九
）
十
一
月
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
五
月
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
九
月
、
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
四
月
が
確
認
さ
れ
る
（
註
一
九
）。
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こ
こ
に
記
さ
れ
た
年
月
の
間
に
、
帰
国
が
あ
っ
た
の
か
、
連
続
し
て
滞
在
し
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
か
な
り
長
期
に
わ
た
っ
て
江
戸
に
滞
在
し
た
と

推
察
さ
れ
る
。

年
齢
の
わ
か
る
人
物
も
す
く
な
い
が
、
『
久
留
米
人
物
誌
』
（
註
二
〇
）
に
よ
る
と
、
戸
田
熊
次
郎
は
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
歿
、
享
年
七
十
八
、

梯
豊
太
は
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
歿
、
享
年
四
十
二
、
狩
野
勝
波
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
歿
、
享
年
六
十
五
。
た
と
え
ば
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）

に
、
戸
田
熊
次
郎
三
十
五
歳
、
梯
豊
太
三
十
二
歳
、
狩
野
勝
波
三
十
五
歳
で
あ
る
。
壮
年
期
を
迎
え
た
同
世
代
の
ひ
と
び
と
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
付
箋
一
に
戸
田
熊
次
郎
が
和
漢
の
学
に
通
じ
詩
類
を
能
く
し
た
こ
と
、
さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
付
箋
八
に
は
梯
豊
太
の
書
を
能
く
し
た

こ
と
を
記
す
。

戸
田
熊
次
郎
は
『
米
府
年
表
』
の
編
纂
な
ど
に
よ
っ
て
、
筑
後
に
お
い
て
は
夙
に
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。『
久
留
米
人
物
誌
』
に
よ
る
と
、
漢
詩
を
梁

川
星
巌
、
歌
道
を
香
川
景
樹
、
井
上
文
雄
、
西
田
直
養
に
ま
な
び
、
か
の
『
米
府
年
表
』
を
は
じ
め
と
し
て
『
藤
蔭
歌
話
』
、
『
万
葉
集
愚
考
』
、
『
滄
州
随

筆
』
な
ど
、
そ
の
著
作
は
二
十
余
巻
に
お
よ
ぶ
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
『
久
留
米
人
物
誌
』
は
、
梯
豊
太
を
橘
守
部
門
下
の
歌
人
、
付
箋
八
が
豊
太
の
兄
弟

と
す
る
浅
田
達
二
も
橘
守
部
の
門
下
で
歌
を
よ
く
し
、
著
に
「
烏
他
廼
馬
機
」
が
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
梯
豊
太
の
妻
以
登
も
和
歌
に
秀
で
た
と
し
、
中

島
文
叔
の
妻
浅
子
を
歌
人
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、『
久
留
米
人
物
誌
』
は
狩
野
勝
波
に
つ
い
て
、
江
戸
に
あ
る
と
き
、
田
川
鳳
朗
門
に
入
り
、
俳
諧
を
よ
く
す
と
す
る
。
そ
の
典
拠
『
筑
後
俳
諧

史
』（
註
二
一
）
の
小
伝
に
は
、
鳳
朗
門
に
入
り
、
交
遊
少
な
か
ら
ず
と
記
さ
れ
、『
筑
後
人
物
便
覧
』（
註
二
二
）
に
も
絵
師
で
あ
り
俳
人
と
も
記
す
。
か

れ
ら
の
ほ
か
、『
久
留
米
人
物
誌
』
や
『
筑
後
俳
諧
史
』
に
は
み
え
な
い
が
高
原
乙
次
郎
が
橘
雨
、
中
島
文
叔
が
琴
凌
と
号
し
て
俳
諧
を
た
し
な
み
、
彩
雨
、

残
屋
と
号
し
た
同
輩
も
い
た
こ
と
は
、
詞
三
に
記
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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清
力
美
術
館
本
が
、
戸
田
熊
次
郎
の
序
文
に
は
じ
ま
り
、
か
れ
の
漢
詩
や
高
原
乙
次
郎
、
中
島
文
叔
、
狩
野
勝
波
の
句
を
お
り
こ
ん
で
い
る
の
も
偶
然

で
は
な
い
。
清
力
美
術
館
本
は
、
文
芸
を
た
の
し
み
と
し
た
ひ
と
び
と
の
手
す
さ
び
の
産
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
戸
田
熊
次
郎
が
江
戸
勤
番
の
く
ら
し
ぶ

り
や
折
々
の
感
興
を
つ
た
え
た
い
と
ね
が
っ
た
の
も
、
文
芸
の
愛
好
を
と
も
に
す
る
故
郷
の
ひ
と
び
と
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
日
常
の
雑
然
と
し
た

諸
場
面
を
あ
つ
め
て
織
り
だ
さ
れ
た
清
力
美
術
館
本
の
成
立
に
、
文
芸
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
緯
糸
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
清
力
美

術
館
本
は
当
時
の
筑
後
文
化
の
一
面
を
示
唆
す
る
作
品
で
あ
る
。

六
、
題
材
と
表
現

絵
師
が
み
ず
か
ら
目
に
し
、
実
際
に
遭
遇
し
た
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は
そ
の
時
の
絵
師
自
身
の
姿
を
え
が
き
と
め
る
こ
と
は
、
十
九
世
紀
に
お
い
て
は
す

で
に
稀
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
渡
辺
崋
山
「
一
掃
百
態
」
、
「
客
参
録
」
、
「
牢
中
縮
図
」
（
註
二
三
）
、
狩
野
晴
川
院
『
公
用
日
記
』
や
「
江
戸
名
所
真
景
」

（
註
二
四
）、
尾
崎
石
城
「
石
城
日
記
」（
註
二
五
）
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
直
ち
に
本
絵
と
は
な
ら
な
い
。

武
士
の
日
常
生
活
を
題
材
と
す
る
こ
と
、
画
巻
形
式
の
作
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
比
較
的
近
似
す
る
作
例
と
し
て
、
画
稿
と
し
て
伝
存
す
る
福

岡
藩
御
抱
え
絵
師
石
里
洞
秀
の
幼
弱
壮
強
艾
耆
老
耄
期
頤
図
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
註
二
六
）。
こ
れ
は
、
当
世
の
武
士
の
幼
年
か
ら
最
晩
年
ま
で
の

生
活
の
、
い
わ
ば
か
く
あ
る
べ
き
あ
り
よ
う
を
、
年
代
ご
と
に
え
が
い
た
画
巻
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
現
在
す
る
画
稿
の
描
法
か
ら
、
謹
直
な
筆
法
で

細
部
ま
で
丁
寧
に
え
が
い
て
い
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
狩
野
勝
波
の
遺
作
の
ほ
と
ん
ど
も
、
狩
野
派
に
お
い
て
か
き
つ
が
れ
て
い
た
和
漢
の
画
題
を
、
さ
き
の
石
里
洞
秀
の
例
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で
推
測
し
た
と
同
じ
よ
う
に
、
安
定
し
た
技
術
と
格
調
の
そ
な
わ
る
狩
野
派
の
描
法
に
よ
っ
て
え
が
い
た
も
の
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
（
註
二
七
）
。
『
久
留

米
藩
御
用
絵
師
絵
画
資
料
目
録
』
に
収
め
る
画
稿
も
、
遺
作
と
同
じ
傾
向
に
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。

し
か
し
、
清
力
美
術
館
本
に
生
彩
を
あ
た
え
て
い
る
の
は
、
略
筆
風
の
描
法
に
よ
っ
て
平
俗
性
と
軽
快
感
を
あ
た
え
ら
れ
た
人
物
た
ち
で
あ
る
。
さ
き

に
あ
げ
た
渡
辺
崋
山
な
ど
の
例
に
ち
か
い
。
こ
の
い
か
に
も
対
象
の
あ
り
の
ま
ま
を
即
座
に
写
し
と
っ
た
と
お
も
わ
せ
る
略
筆
風
の
描
法
を
本
絵
の
表
現

方
法
と
し
て
採
用
し
た
勝
波
の
工
夫
は
何
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
久
留
米
藩
御
用
絵
師
絵
画
資
料
目
録
』
の
勝
波
の
画
稿
中
に
、
英
一
蝶
画
の
写
し
五
点
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
の
人
物
風

俗
画
巻
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
の
節
季
候
図
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
の
旅
装
人
物
図
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
の
向
獅
子
図
と
鞘
鉄
砲
図

で
あ
る
（
註
二
八
）。
こ
れ
ら
は
戯
画
を
ふ
く
む
風
俗
画
的
作
品
の
写
し
で
あ
り
、
原
画
の
描
法
も
謹
直
、
細
密
で
は
な
く
略
筆
風
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ

る
。『
久
留
米
藩
御
用
絵
師
絵
画
資
料
目
録
』
の
画
稿
の
総
数
は
お
よ
そ
一
万
点
。
一
蝶
の
名
は
二
十
二
点
に
み
え
、
そ
の
な
か
で
年
紀
を
有
す
る
も
の
は

八
点
、
模
写
し
た
絵
師
名
を
記
す
も
の
十
一
点
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
五
点
で
あ
る
か
ら
、
数
は
少
な
い
が
、
勝
波
が
天
保
年
間
前
後
に
一
蝶
画
に
強
い

関
心
を
示
し
た
こ
と
を
う
か
が
う
に
は
足
り
よ
う
。

『
米
府
年
表
』
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
の
条
は
、
久
留
米
藩
か
ら
一
蝶
へ
扶
持
が
く
だ
さ
れ
た
と
つ
た
え
、『
古
画
備
考
』
は
一
蝶
か
ら
久
留
米
侯
へ

の
次
男
百
松
召
し
抱
え
の
願
書
が
あ
っ
た
と
つ
た
え
る
（
註
二
九
）。
久
留
米
藩
と
一
蝶
は
ふ
か
い
縁
の
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
狩
野
宗
家
の
安
信
に
ま

な
ん
だ
絵
師
で
あ
り
、
暁
雲
と
い
う
俳
号
を
も
ち
、
蕉
風
の
俳
諧
を
よ
く
し
、
芭
蕉
著
賛
の
作
品
も
の
こ
す
一
蝶
は
（
註
三
〇
）、
勝
波
に
と
っ
て
慕
わ
し

い
先
輩
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
四
季
日
待
図
巻
な
ど
特
定
の
作
品
の
影
響
は
想
定
で
き
な
い
が
、
略
筆
風
の
描
法
や
、
諧
謔
や
情
感
を
も
り
こ
ん
だ
風

俗
描
写
に
関
し
て
、
勝
波
が
一
蝶
画
の
示
唆
を
う
け
た
こ
と
は
十
分
か
ん
が
え
ら
れ
る
。

一
二
九
四
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あ
る
い
は
、
一
蝶
画
に
か
ぎ
ら
ず
、
ひ
ろ
く
俳
諧
に
か
か
わ
る
絵
画
と
の
関
連
も
考
慮
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
序
文
に
い
う
蕉
翁
の
跡
と
は
、
勝
波

に
と
っ
て
は
芭
蕉
の
絵
画
を
ふ
く
む
も
の
で
あ
っ
た
と
も
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
芭
蕉
は
そ
の
画
技
を
、
狩
野
安
信
門
葉
の
許
六
に
ま
な
ん
で
い
る
（
註
三

一
）。
芭
蕉
の
絵
画
は
、
狩
野
派
に
そ
の
源
が
あ
る
。
芭
蕉
自
画
賛
の
白
眉
と
さ
れ
る
「
あ
か
あ
か
と
」
発
句
自
画
賛
に
付
属
す
る
、
狩
野
安
信
の
高
弟
狩

野
昌
運
の
門
葉
鯉
屋
杉
風
の
添
状
に
は
「
絵
も
か
る
が
る
出
来
た
る
也
」
と
記
さ
れ
る
（
註
三
二
）。
専
門
の
絵
師
が
か
る
が
る
と
い
う
画
趣
を
あ
ら
わ
す

に
は
、
略
筆
風
に
え
が
く
に
し
く
は
な
く
、
簡
略
な
賦
彩
を
と
る
に
し
く
は
な
い
。

ま
た
、
狩
野
昌
運
は
、
幕
府
の
御
番
医
師
で
、
の
ち
に
貞
門
の
五
俳
哲
の
ひ
と
り
に
あ
げ
ら
れ
る
半
井
卜
養
の
『
卜
養
狂
歌
』
に
画
を
付
し
て
お
り
、

そ
の
画
の
な
か
に
は
略
筆
風
の
描
法
で
え
が
か
れ
た
当
世
人
物
も
ふ
く
ま
れ
る
（
註
三
三
）。
つ
ま
り
狩
野
派
の
絵
画
の
な
か
に
は
俳
諧
、
狂
歌
に
似
つ
か

わ
し
い
表
現
と
し
て
の
略
筆
風
の
描
法
が
あ
り
、
勝
波
は
俳
諧
に
親
し
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
再
認
識
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
文
芸
が

勝
波
を
、
か
れ
自
身
に
と
っ
て
の
新
し
い
試
み
へ
と
導
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

七
、
江
戸
東
京
博
物
館
蔵
久
留
米
藩
士
江
戸
勤
番
長
屋
絵
巻
と
清
力
美
術
館
本

は
じ
め
に
ふ
れ
た
よ
う
に
清
力
美
術
館
本
と
基
本
的
な
図
様
を
同
じ
く
す
る
作
品
と
し
て
江
戸
東
京
博
物
館
の
久
留
米
藩
士
江
戸
勤
番
長
屋
絵
巻
が
あ

る
。
銘
文
も
、
江
戸
東
京
博
物
館
本
に
お
い
て
清
力
美
術
館
本
の
詞
二
の
部
分
が
空
白
で
あ
る
ほ
か
は
、
仮
名
の
表
記
や
改
行
の
位
置
に
ち
が
い
も
あ
る

が
、
同
文
で
あ
る
。
た
だ
し
、
清
力
美
術
館
本
の
付
箋
部
分
が
江
戸
東
京
博
物
館
本
で
は
直
接
本
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
清
力
美
術
館

本
が
先
行
す
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
り
、
江
戸
東
京
博
物
館
本
は
明
治
時
代
に
は
い
っ
て
の
ち
の
写
し
で
あ
る
。

大
川
市
立
清
力
美
術
館
の
江
戸
勤
番
之
図
（
小
林
）

一
二
九
五
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絵
の
部
分
の
大
き
な
相
違
点
は
、
絵
二
に
お
い
て
、
清
力
美
術
館
本
は
連
子
窓
を
一
面
に
の
み
え
が
き
、
画
面
右
端
に
懸
物
の
表
具
を
わ
ず
か
に
み
せ

る
が
、
江
戸
東
京
博
物
館
本
で
は
窓
が
部
屋
の
二
側
面
に
え
が
か
れ
、
懸
物
も
ほ
ぼ
全
体
を
み
せ
、
画
題
が
神
農
図
と
わ
か
る
こ
と
、
絵
六
、
七
、
八
、

十
一
、
十
二
、
十
三
に
お
い
て
江
戸
東
京
博
物
館
本
で
は
画
面
上
端
に
霞
を
ひ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
江
戸
東
京
博
物
館
本
の
料
紙
の
天

地
幅
が
三
一
・
四
糎
と
、
清
力
美
術
館
本
よ
り
五
糎
ほ
ど
も
広
い
こ
と
に
起
因
す
る
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
江
戸
東
京
博
物
館
本
の
絵
師
は
、
よ
り
広
い

範
囲
を
え
が
き
こ
む
か
、
霞
に
よ
っ
て
余
白
を
う
め
る
か
の
撰
択
を
せ
ま
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
絵
二
の
神
農
図
は
、
こ
の
部
屋
の
主
中
島
文
叔
が
医
師
で

あ
る
こ
と
を
知
る
江
戸
東
京
博
物
館
本
の
絵
師
の
機
知
に
と
む
加
筆
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、
江
戸
東
京
博
物
館
本
で
は
、
庭
の
植
物
の
一
部
分
や
茶
釜
の
湯
気
を
え
が
か
な
い
な
ど
、
清
力
美
術
館
本
に
お
い
て
執
拗
と
も
お
も
わ
れ

た
細
部
の
描
写
に
省
略
が
み
ら
れ
る
。
あ
る
が
ま
ま
を
つ
ぶ
さ
に
え
が
き
と
め
よ
う
と
し
た
清
力
美
術
館
本
と
、
お
そ
ら
く
は
題
材
の
お
も
し
ろ
さ
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
た
模
本
の
違
い
は
明
瞭
で
あ
る
。
ま
た
江
戸
東
京
博
物
館
本
に
お
い
て
人
物
の
頭
体
の
均
衡
が
整
え
ら
れ
て
い
る
点
、
比
較
的
澄
ん
だ
色
彩

を
も
ち
い
、
衣
の
彩
色
に
お
け
る
濃
淡
が
自
然
な
暈
か
し
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
点
に
、
清
力
美
術
館
本
と
の
制
作
時
期
の
隔
た
り
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

江
戸
東
京
博
物
館
の
久
留
米
藩
士
江
戸
勤
番
長
屋
絵
巻
が
そ
の
風
俗
描
写
へ
の
関
心
か
ら
し
ば
し
ば
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
と

こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
地
方
の
藩
の
武
士
た
ち
の
江
戸
勤
番
生
活
に
お
け
る
余
暇
の
過
ご
し
方
と
も
い
う
べ
き
題
材
を
絵
画
化
し
た
類
例
は
み
い
だ
せ
な
い
。

清
力
美
術
館
本
は
、
武
士
の
日
常
を
え
が
く
画
巻
と
し
て
貴
重
な
作
例
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
清
力
美
術
館
本
は
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
狩
野

派
の
御
抱
え
絵
師
の
公
務
を
は
な
れ
た
画
事
と
し
て
、
文
芸
と
つ
よ
く
む
す
び
つ
い
た
制
作
と
し
て
、
ま
た
狩
野
派
の
も
つ
多
様
な
表
現
の
可
能
性
を
う

一
二
九
六
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か
が
わ
せ
る
作
例
と
し
て
も
留
意
す
べ
き
作
品
で
あ
る
。

註
一
岸
田
勉
「
調
査
概
要
」『
久
留
米
藩
御
用
絵
師
絵
画
資
料
目
録
』
久
留
米
市
教
育
委
員
会
一
九
八
一
年

註
二
一
、
原
史
彦
「
久
留
米
藩
士
江
戸
勤
番
長
屋
絵
巻
」、「
悠
々
江
戸
暮
ら
し
―
久
留
米
藩
士
江
戸
勤
番
長
屋
絵
巻
解
説
」「
東
京
人
」
第
八
八
号
財

団
法
人
東
京
都
文
化
振
興
会
一
九
九
五
年

二
、
山
本
博
文
『
参
勤
交
代
』
講
談
社
一
九
九
八
年

三
、
井
上
敏
幸
「
武
士
が
支
え
た
風
雅
の
道
」
週
間
朝
日
百
科
世
界
の
文
学
日
本
Ⅱ
朝
日
新
聞
社
二
〇
〇
一
年

四
、
青
木
直
己
『
幕
末
単
身
赴
任
下
級
武
士
の
食
日
記
』
生
活
人
新
書
一
六
五
日
本
放
送
出
版
協
会
二
〇
〇
五
年

註
三
『
久
留
米
藩
御
用
絵
師
絵
画
資
料
目
録
』
目
録
番
号
二
〇
四
七
「
江
戸
勤
番
絵
巻
」

註
四
一
、『
久
留
米
市
史
』
第
二
巻
第
二
一
一
図
久
留
米
市
史
編
さ
ん
委
員
会
一
九
八
二
年

二
、『
御
用
絵
師
』
第
六
二
図
福
岡
県
立
美
術
館
一
九
八
七
年

註
五
有
馬
家
文
書
六
四
六
七
『
有
馬
家
文
書
目
録
』
第
二
集
久
留
米
図
書
館
一
九
七
八
年

註
六
戸
田
乾
吉
『
久
留
米
小
史
』
巻
之
十
八
宮
原
直
太
郎
発
行
一
八
九
五
年

註
七
「
武
士
が
支
え
た
風
雅
の
道
」（
註
二
の
三
）
参
照

註
八
戸
田
信
一
（
熊
次
郎
）『
米
府
年
表
』
久
留
米
市
役
所
一
九
三
二
年

註
九
「
改
正
芝
金
杉
三
田
白
銀
辺
図
全
」（
江
戸
切
絵
図
集
成
第
二
巻
中
央
公
論
社
一
九
八
一
年
）
な
ど
を
参
照

大
川
市
立
清
力
美
術
館
の
江
戸
勤
番
之
図
（
小
林
）
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註
一
〇
『
幕
末
写
真
の
時
代
』
第
一
六
二
図
フ
ェ
リ
ュ
ク
ス
・
ベ
ア
ト
撮
影
小
沢
健
志
編
筑
摩
書
房
一
九
九
四
年

註
一
一
『
江
戸
の
泥
絵
展
』
第
一
五
〇
、
一
七
一
図
日
本
美
術
館
企
画
協
議
会
一
九
七
七
年

註
一
二
『
久
留
米
市
史
』
第
二
巻
（
註
四
の
一
）
第
一
九
四
図

註
一
三
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
参
照

註
一
四
愼
徳
院
殿
御
実
紀
巻
二
（『
続
徳
川
実
記
』
第
二
編
新
訂
増
補
国
史
大
系
吉
川
弘
文
館
一
九
九
一
年
）
天
保
十
年
四
月
の
条

註
一
五
『
米
府
年
表
』（
註
八
）
天
保
十
年
四
月
、
八
月
の
条

註
一
六
小
林
忠
『
英
一
蝶
』
第
七
、
六
三
図
至
文
堂
一
九
八
八
年

註
一
七
禁
裡
郭
公
図
屏
風
は
『
御
用
絵
師
』（
註
四
の
二
）
第
一
〇
図
、
四
季
日
待
図
巻
は
『
英
一
蝶
』（
註
一
六
）
第
六
三
図
を
参
照

註
一
八
鶴
久
二
郎
編
『
久
留
米
御
家
中
分
限
帳
』
下
一
九
七
五
年

註
一
九
拙
稿
「
三
谷
家
略
年
譜
―
久
留
米
藩
お
抱
え
絵
師
史
料
」
福
岡
大
学
人
文
論
叢
第
二
十
六
巻
第
二
号
一
九
九
四
年

註
二
〇
篠
原
正
一
編
久
留
米
人
物
誌
刊
行
委
員
会
一
九
八
一
年

註
二
一
竹
下
工
著
・
発
行
一
九
二
九
年

註
二
二
筑
後
史
談
会
一
九
三
五
年

註
二
三
鈴
木
進
・
尾
崎
正
明
『
渡
辺
崋
山
』（
日
本
絵
画
全
集
二
四
集
英
社
一
九
八
〇
年
）
な
ど
を
参
照

註
二
四
松
原
茂
『
画
家
・
文
人
た
ち
の
肖
像
』
第
五
八
、
五
九
図
至
文
堂
一
九
九
八
年

註
二
五
大
岡
敏
昭
『
幕
末
下
級
武
士
の
絵
日
記
』
相
模
書
房
二
〇
〇
七
年

一
二
九
八
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註
二
六
『
尾
形
家
絵
画
資
料
目
録
』
目
録
番
号
四
四
四
〇
福
岡
県
文
化
会
館
一
九
八
五
年

註
二
七
拙
稿
「
三
谷
家
の
絵
師
」『
久
留
米
市
史
』
第
十
三
巻
久
留
米
市
史
編
さ
ん
委
員
会
一
九
九
六
年

註
二
八
『
久
留
米
藩
御
用
絵
師
絵
画
資
料
目
録
』
目
録
番
号
一
〇
五
一
（
人
物
風
俗
画
巻
）、
一
九
一
三
（
節
季
候
図
）、
四
四
二
八
（
旅
装
人
物
図
）、

二
三
一
三
（
向
獅
子
図
）、
一
九
一
二
（
鞘
鉄
砲
図
）

註
二
九
朝
岡
興
禎
著
・
太
田
謹
増
訂
『
増
訂
古
画
備
考
』
四
十
四
英
流
思
文
閣
一
九
七
〇
年

註
三
〇
一
、『
英
一
蝶
』（
註
一
六
）
参
照

二
、『
芭
蕉
全
図
譜
』
芭
蕉
全
図
譜
刊
行
会
一
九
九
三
年

註
三
一
『
増
訂
古
画
備
考
』（
註
二
九
）
十
二
詩
歌
連
俳
茶
香
雑
芭
蕉
庵
桃
青
な
ら
び
に
許
六
の
項

註
三
二
一
、『
芭
蕉
全
図
譜
』（
註
三
〇
の
二
）
第
二
〇
五
図
解
説
参
照

二
、『
増
訂
古
画
備
考
』（
註
二
九
）
十
二
詩
歌
連
俳
茶
香
雑
杉
風
の
項

註
三
三
『
卜
養
狂
歌
絵
巻
』
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
三
〇
財
団
法
人
日
本
古
典
文
学
会
一
九
八
五
年

附
記
、
本
稿
が
成
る
に
あ
た
り
、
大
川
市
教
育
委
員
会
、
大
川
市
立
清
力
美
術
館
館
長
吉
武
美
津
子
氏
、
柳
川
藩
主
立
花
家
資
料
室
御
花
史
料
館
植

野
か
お
り
氏
、
江
戸
東
京
博
物
館
市
川
寛
明
氏
に
さ
ま
ざ
ま
な
御
高
配
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
掲
載
の
写
真
も
植
野
か
お
り
氏
の
撮
影
で
す
。
心

よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

大
川
市
立
清
力
美
術
館
の
江
戸
勤
番
之
図
（
小
林
）

一
二
九
九

（41）




